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循環型経済とは何か

• 経済活動において、製品、材料および資源の価値を可能
な限り永く保持し、他方廃棄物の発生を最小化すること。

• 新たなビジネス機会と革新的製品およびサービスによっ
て我々の経済と競争力を強化すること。

• 経済的、社会的および環境的利益を目的とすること。



全ライフサイクルをカバーしよう
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なぜ循環型経済が必要か
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では、なぜ公権力の介入が必要なのか

• 機会がまだ十分に生かされていない。

• 二つの具体例：
– 再生産部門の潜在能力

– 二次原料市場の機能（は最適とは言えない）。
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新しいパッケージの目的

• 環境とビジネスの課題の相乗効果

– ビジネスの好機を作り出しながら、資源を保護する。

– その他EUの主要な重要事項との密接なリンク：気候とエネルギー、雇用と経
済成長、投資、革新、社会的、工業的競争力。

• EUの介入の付加価値が高い分野に具体的で意欲的な行動を提案する。

– 例えば廃棄物管理の長期的な構想と目標、製品に対する域内市場ルール、
環境と消費者の保護、規制障害または執行問題、革新と投資



循環型経済パッケージ

• 2015年12月2日に欧州委員会により採択された

行動計画の政策文書
(Communication)

フォローアップの取り組み
リスト (附属文書)

廃棄物に関する
立法化提案



5つの主要な行動分野

生産

消費

廃棄物
管理

二次的
原材料

革新

と

投資



機能的で近代的な域内

市場のニーズ：

- 行政と立法の障壁、

+ 標準化および共通の

基準
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• 二次原料の品質標準

• 肥料に関するEU規制

• プラスチック廃棄物を減らすための戦略を採択する

• 希少資源の回収を促進し、EUレベルでのさらなる措置のため
の最善の実践と選択に関する報告書を起草する

• 化学品、製品および廃棄物立法間の関係の分析

• 国境を超える廃棄物移動についての

EU大の電子システム

二次原料(SRM)市場を強化する
循環型経済の行動計画
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目的

• 二次原料(SRM）の

使用の増加

• プラスチックおよび希少資源
(CRM)のリサイルを増やす

• 化学品のリスクを安全に管
理する

• 原材料のストックとフローに
関する知識を向上させる

主要な措置



プラスチック 食品廃棄物 希少資源

建築
& 

取り壊し

バイオマス
& 

バイオ製品

優先分野



包括的な推進

• 廃棄物立法の提案はEUの立法権限者間で考えられるべきで

ある。

• SMEs（中小企業）を戦略の一部とするべきである。

• 個々の措置について検討と評価を行う。

• 地球規模の協力



ご清聴
ありがとうございました

Fulvia RAFFAELLI,
Head of Unit

DG GROW.C1

European Commission

Ressource Efficiency and 

Circular Economy 

in the EU and Japan.

Tokyo, 15 February 2016


